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0
キ
ー
ワ
ー
ド
11
平
救
阿
闇
梨
、
諷
誦
文
類
、
表
白
文
、
十
一
世
紀
漢
字
仮
名
交

じ
り
文
、
聖
教
化

一
、
は
じ
め
に

皐
救
月
圃
利
木
に
ぃ
泊
迫
土
弓

平
救
阿
閤
梨
は
、
平
安
時
代
後
期
・
十
一
世
紀
前
半
に
生
存
の
確
認

さ
れ
る
僧
侶
で
、
仁
和
寺
及
び
東
寺
を
拠
点
と
し
て
、
活
動
し
た
人
物

で
あ
る
。
彼
の
作
成
し
た
表
白
な
ど
の
諷
誦
文
類
が
、
今
日
纏
ま
っ
た

形
で
伝
存
し
て
い
る
が
、
大
部
分
が
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
の
表
記
形
態

で
あ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
こ
の
種
の
文
献
資
料
が
欠
落
し
て
い
た
た
め
に

明
ら
か
で
な
か
っ
た
十
一
世
紀
の
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
の
言
語
の
実
態

を
観
察
す
る
上
で
貴
重
で
あ
る
。

平
安
時
代
の
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
資
料
は
、
近
畿
地
方
の
古
寺
院
を

中
心
に
長
年
に
亙
る
発
掘
・
調
査
が
行
わ
れ
て
き
て
、
い
く
つ
か
の
新

し
い
文
献
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
訓
点
資
料
、

平
仮
名
文
、
古
記
録
な
ど
に
比
し
て
、
必
ず
し
も
多
い
と
は
言
い
難
く
、

ま
た
院
政
時
代
以
降
に
著
し
く
偏
っ
て
い
る
の
が
実
状
で
あ
る
。
中
で

も
、
十
一
世
紀
は
、
「
和
文
語
」
と
「
漢
文
訓
読
語
」
の
位
相
差
が
顕

著
に
な
る
と
説
か
れ
、
国
語
史
上
重
要
な
時
期
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
こ
れ
ま
で
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
の
文
献
資
料
が
不
足
し
て
い
た
た

山
本
真
吾

め
に
そ
の
実
態
調
査
が
遅
滞
し
て
い
た
。

旧
稿
全
1
)

に
お
い
て
、
筆
者
は
、
こ
の
平
救
阿
閤
梨
の
諷
誦
文
類
に

注
目
し
、
そ
の
文
献
学
的
考
証
を
踏
ま
え
、
彼
に
関
す
る
若
干
の
伝
記

考
証
を
行
っ
た
上
で
、
表
記
形
態
、
語
彙
・
語
法
の
肝
要
と
思
わ
れ
る

点
に
つ
い
て
記
述
を
行
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
後
記
録
類
に
こ

の
平
救
阿
闇
梨
に
関
す
る
記
事
が
い
く
つ
か
見
出
さ
れ
、
ま
た
彼
の
草

し
た
文
章
も
数
点
発
見
さ
れ
た
の
で
、
こ
れ
ら
に
基
づ
き
、
彼
の
事
蹟

を
旧
稿
の
考
察
を
踏
ま
え
な
が
ら
や
や
詳
し
く
辿
っ
て
み
た
い
と
い
う

の
が
本
稿
の
ね
ら
い
で
あ
る
。
併
せ
て
、
数
少
な
く
か
つ
断
片
的
な
、

当
時
の
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
資
料
の
中
に
あ
っ
て
、
な
ぜ
平
救
阿
闇
梨

作
の
そ
れ
の
み
が
あ
る
程
度
纏
ま
っ
た
形
で
記
録
さ
れ
、
後
に
伝
存
す

る
に
至
っ
た
か
の
問
題
に
つ
い
て
、
平
安
時
代
後
期
の
漠
字
仮
名
交
じ

り
文
の
生
態
及
び
院
政
時
代
以
降
の
「
聖
教
化
」
の
問
題
と
絡
め
つ
つ

追
求
し
て
み
た
い
。

二
、
平
救
阿
閤
梨
の
出
生
と
法
脈
上
の
位
置

平
救
阿
闇
梨
の
伝
記
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
が
知
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
出
生
に
関
し
て
は
、
実
の
と
こ
ろ
未
詳
の
部
分
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が
多
く
、
そ
の
家
系
を
め
ぐ
っ
て
も
次
の
二
つ
の
伝
が
認
め
ら
れ
る
。

ま
ず
、
大
江
匡
房
の
子
と
す
る
説
が
あ
り
、

『
博
燈
廣
録
』
沢
巻
第
一
（
『
続
真
言
宗
全
書
』
三
三
）
に
は
、

①
洛
西
[
(
葛
野
郡
)
]
池
上
寺
阿
闇
梨
平
救
伝
ノ
ナ
リ
ニ
シ
テ
ク
ス

闇
梨
名
平
救
。
姓
大
江
。
匡
房
之
子
。
京
兆
人
。
器
宇
宏
学
善
達
ニ

ニ

ス

テ

ヲ

シ

テ

ク

詩
文
ー
。
観
音
院
落
慶
之
日
。
供
讃
文
即
席
撰
。
鴻
儒
文
人
拍
レ
手
賞
嘆
日
。

ニ

ナ

リ

ス

レ

ク

ヒ

蔵。

ニス

シ
テ
ニ

昔
空
海
大
師
応
レ
勅
百
講
座
願
文
即
席
撰
。
国
史
所
今
救
公
能
学

ニテ

テ

ノ

ヲ

テ

ニ
得
其
祖
風
一
。
以
為
二
末
代
美
声
一
也
。
後
受
二
惟
静
燈
光
在
竺
池
上
寺
―
°

[
頭
註
（
仁
和
院
家
記
。
池
上
寺
寛
忠
少
僧
都
建
立
）
]

＊
高
野
山
大
学
図
書
館
所
蔵
・
三
賓
院
文
庫
本
を
底
本
と
す
る
。
但
し
、
[
]
の

記
事
は
、
八
葉
学
会
本
に
拠
る
。

と
大
江
の
姓
で
匡
房
の
子
と
記
し
、
彼
の
文
オ
を
讃
え
る
記
事
を
伝
え

る
。
同
様
に
、
『
北
院
御
室
拾
要
集
』
（
続
群
書
類
従
八
三
六
）
に
も
、

②
随
小
野
仁
海
僧
正
者
元
果
僧
都
付
法
也
。
（
中
略
）
同
法
平
救
ア
サ

リ
為
廷
（
マ
マ
ニ
房
子
嘗
道
器
量
尋
常
也
。
観
音
院
祭
文
平
救
嘗
座
草
之
。

但
彼
祭
文
有
謬
欺
゜

と
あ
っ
て
、
同
趣
の
記
事
を
伝
え
る
。

仁
和
寺
蔵
本
『
御
記
』
（
大
正
蔵
七
八
）
に
も
、

③
同
法
平
救
阿
闇
梨
為
匡
房
子
。
当
道
器
量
尋
常
也
。
観
音
院
祭
文
平

救
当
座
草
之
。
但
彼
祭
文
有
謬
欺
゜

の
「
匡
房
子
」
の
右
傍
に
「
但
養
子
也
明
衡
末
子
」
、
ま
た
「
彼
祭
文

有
謬
欺
」
の
右
傍
に
「
列
天
長
一
行
事
但
不
可
苦
也
」
と
注
し
て
い
る
。

こ
の
、
藤
原
明
衡
の
末
子
を
大
江
匡
房
が
養
子
と
し
た
説
は
、
さ
ら
に
、

『
仁
和
寺
諸
院
家
記
』
我
覚
寺
（
恵
山
書
写
本
）
に
も
、

④
平
救
或
寛
忠
附
法
、
聖
教
等
相
伝
之
云
々
、
寛
救
附
法
、
大
法

師

暦

満

附

法

、

．

北
院
御
室
御
記
云
、
元
果
(
X

果
）
僧
都
附
法
、
平
救
阿
閤
梨
為
匡
房
子

[
但
養
子
也
明
衡
末
子
]
‘
当
道
器
量
尋
常
也
、
観
音
院
祭
文
平
救
当
座

草
之
、

と
伝
え
る
。

今
―
つ
は
、
紀
長
谷
雄
の
子
と
す
る
伝
で
あ
る
。

憲
深
（
―
-
九
二

s
―
二
六
三
）
口
決
、
親
快
記
の
『
幸
心
紗
』
巻

第
四
（
大
正
蔵
七
八
）
に
、
「
平
救
阿
闇
梨
事
」
が
あ
り
、
次
の
よ
う

な
記
事
を
載
せ
る
。

⑤
問
。
平
救
阿
闇
梨
誰
人
弟
子
乎
。
答
。
小
野
僧
正
弟
子
也
。
時
明
匠

ナ
リ
。
小
野
僧
正
或
人
被
レ
授
灌
頂
一
時
。
此
平
救
大
壇
可
二
料
理
一
之
由

被
レ
申
之
間
。
致
沙
汰
—
時
。
初
夜
時
台
蔵
壇
よ
里
料
理
ー
。
両
壇
相
儲

タ
リ
ケ
ル
ニ
ャ
。
其
時
僧
正
入
＿
＿
道
場
ー
。
登
金
剛
界
壇
五
密
始
レ
之
。
平
救
列

函
職
衆
ー
。
密
音
ッ
ク
「
口
」
ヒ
シ
テ
。
胎
蔵
胎
蔵
卜
申
ケ
ル
ヲ
。
僧

正
聞
キ
サ
カ
シ
キ
公
ノ
云
事
カ
ナ
ト
被
レ
申
云
云
。
台
蔵
ヲ
先
行
二
金
界
―
°

先
行
ス
ル
事
古
来
異
説
也
。
以
外
相
論
也
。
正
大
師
令
レ
授
給
先
台
蔵

也
。
而
延
命
院
之
時
先
被
レ
授
＿
一
金
界
―
云
云
。
其
是
深
意
被
＿
一
注
置
―
也
゜

仇
小
野
僧
正
如
レ
然
被
レ
行
乎
。
何
彼
僧
正
台
蔵
ヲ
。
初
夜
＿
＿
被
レ
行
時
少

少
有
也
。
（
割
注
)
[
私
云
。
此
平
救
紀
納
言
長
谷
雄
卿
子
息
也
。
血
脈

二
小
野
僧
正
弟
子
卜
不
レ
見
。
如
何
。
私
云
。
此
事
後
日
見
一
＿
或
人
日
記

ー
。
小
野
僧
正
於
二
上
醍
醐
北
尾
房
―
゜
授
灌
頂
於
顕
基
中
納
言
入
道
―
o
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然
初
夜
金
界
。
後
夜
台
蔵
。
平
救
色
衆
ニ
テ
寄
（
奇
）
レ
之
問
二
僧
正
―
。
初

夜
台
也
。
此
事
違
レ
例
如
何
。
僧
正
答
云
。
有
様
也
云
云
。
此
日
記
有
ニ

三
宝
院
-
]

同
じ
く
、
『
血
脈
類
集
記
』
第
三
に
拠
れ
ば
、

⑥
大
法
師
暦
満
付
法

平
救
紀
納
言
子

と
あ
り
、
尊
卑
分
脈
に
は
、
「
（
紀
）
長
谷
雄
」
に
「
号
紀
納
言
」
と
注

し
、
そ
の
子
の
一
人
に
寛
救
（
東
大
寺
別
当
）
を
載
せ
る
が
、
平
救
の

名
は
見
え
な
い
（
注
2
)
0

平
救
阿
闇
梨
は
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
で
、
寛
和
元
（
九
八
五
）
年

S

永
承
二

(
1
0
四
七
）
年
の
活
動
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
大
江
匡
房
の
生
存
期
間
は
、
長
久
二

(
1
0
四
一
）
年
S
天

永
二
(
-
―
―
-
）
年
で
あ
っ
て
、
養
子
と
は
言
え
、
そ
の
子
と
す
る

説
は
俄
か
に
信
じ
難
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
藤
原
明
衡
は
、
永

詐
元
（
九
八
九
）
年
生
、
治
暦
二

(
1
0
六
六
）
年
没
で
あ
り
、
既
に

平
救
は
寛
和
元
（
九
八
五
）
年
以
前
に
吉
野
山
日
蔵
公
よ
り
法
を
承
け

て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
、
明
衡
の
生
前
よ
り
活
動
し
て
い
る
こ

と
に
な
り
、
こ
れ
も
従
い
難
し
い
よ
う
で
あ
る
。

一
方
、
紀
長
谷
雄
は
、
承
和
―
二
（
八
四
五
）
年

S
延
喜
―
二
（
九

―
二
）
年
の
人
物
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
時
期
的
に
早
す
ぎ
て
合
致
し
な

。ヽし
結
局
、
い
ず
れ
の
伝
承
も
従
い
難
く
、
候
補
と
し
て
は
不
適
当
と
せ

ざ
る
を
得
な
い
。

但
し
、
こ
の
平
救
と
大
江
家
の
接
点
は
全
く
認
め
ら
れ
な
い
わ
け
で

は
な
い
。

石
山
寺
蔵
『
表
白
集
』
（
深
密
蔵
111163)
の
1
1
勧
請
句
に
、

⑦
匡
衡
ノ
学
ヲ
好
ユ
ニ
公
ノ
位
に
至

w
y
(「
夕
」
の
誤
写
か
？
）
、
法
眼
ハ
道
ヲ
学
二
宗

ノ
首
ト
ソ
成
給
ヘ
ル

(
6
オ
1
)

と
い
っ
た
記
事
が
見
出
せ
、
「
法
眼
」
を
賞
賛
す
る
勧
請
句
に
、
大
江

匡
衡
を
引
き
合
い
に
出
し
て
対
句
に
仕
立
て
て
い
る
文
言
が
あ
る
。
想

像
を
退
し
く
す
れ
ば
、
こ
の
匡
衡
の
「
匡
」
字
と
「
衡
」
字
と
に
、
寛

弘
以
後
の
明
衡
．
匡
房
の
如
き
、
二
人
の
著
名
な
鴻
儒
の
名
を
引
き
っ

け
た
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
の
字
に
附
加
さ
れ
て
、
「
匡
」
房
の
子
、
明
「
衡
」

の
養
子
な
る
伝
が
生
じ
た
可
能
性
は
全
く
成
り
立
た
な
い
わ
け
で
も
な

さ
そ
う
で
あ
る
。
勿
論
尊
卑
分
脈
な
ど
に
匡
衡
の
子
と
し
て
平
救
の
名

は
見
え
な
い
が
、
匡
衡
は
、
天
暦
六
（
九
五
二
）
年
に
生
ま
れ
、
長
和

元
年

(
1
0
―
二
）
年
に
没
し
て
お
り
、
仮
に
平
救
阿
閣
梨
の
父
と
す

る
に
は
時
期
的
に
は
最
も
相
応
し
い
。

右
の
想
像
は
あ
く
ま
で
そ
の
域
を
出
る
も
の
で
は
無
く
、
こ
れ
以
上

の
詮
索
を
重
ね
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
け
れ
ど
も
、
た
だ
注
目
に
値

す
る
こ
と
は
、
い
ず
れ
の
伝
も
、
文
章
博
士
た
る
当
代
一
流
の
漢
学
者

の
子
と
伝
え
て
い
る
点
で
あ
り
、
こ
の
一
点
は
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
。

①
を
は
じ
め
と
す
る
諸
の
伝
記
に
彼
の
文
オ
を
賞
賛
し
て
い
る
記
事
が

見
え
る
こ
と
と
関
連
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
仏
典
・
漢
籍
の
双
方

の
学
殖
を
必
要
と
す
る
表
白
な
ど
の
諷
誦
文
類
の
作
成
を
担
当
す
る
真

衆
の
人
材
を
ど
の
よ
う
に
し
て
輩
出
し
た
か
と
い
っ
た
問
題
と
し
て
広
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＜
捉
え
る
と
き
、
こ
の
平
救
阿
閤
梨
の
出
生
に
関
す
る
伝
承
は
示
唆
的

で
あ
る
。

な
お
、
彼
の
出
自
と
関
係
す
る
か
否
か
は
定
か
で
な
い
が
、
彼
の
名

の
読
み
方
は
、
顕
証
書
写
本
『
仁
和
寺
御
伝
』
や
仁
和
寺
蔵
『
御
記
』

（
御
6
5ー

3
)
、
『
先
徳
略
名
口
決
』
（
続
群
書
類
従
八
四
五
）
に
「
ヘ

ィ
キ
ウ
」
と
附
訓
さ
れ
て
い
て
漢
音
読
み
に
従
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら

れ
る
。
も
と
よ
り
漢
音
読
み
に
従
う
僧
侶
は
彼
の
み
で
無
く
、
著
名
な

安
居
院
流
の
聖
覚
も
「
セ
イ
ガ
ク
」
と
読
む
よ
う
で
あ
っ
て
（
注
3
)

決
し

て
珍
し
い
こ
と
で
は
無
い
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
指
摘
し
て
お
き
た

叫
汀iI口□臼
〗
：
い
五
／
／

刷
喩
Xhi言
泥

択

尼

血

脈

」

（

「

文

保

元

年

大
唐
不
空
三
蔵
授
青
龍
寺
稲
賀
和
尚
、
々
々
授
弘
法
大
師
、
（
中
略
）

々
々
授
吉
野
山
日
蔵
公
、
々
々
々
授
池
上
平
救
阿
閤
梨
、
々
々
々
授
西

宮
忠
昭
入
寺
、
々
々
授
醍
醐
僧
信
円

仁
平
四
年
歳
次
甲
戊
五
月
甘
五
日
澄
心

元
享
二
年
十
月
廿
二
日
書
駕
了
承
厳
一
交
了

と
あ
り
、
平
救
は
、
吉
野
山
日
蔵
公
よ
り
法
を
授
か
っ
て
い
る
こ
と
が

知
ら
れ
る
。
吉
野
山
日
蔵
公
は
、
9

本
名
道
賢
、
三
善
清
行
弟
。
金
峰
山

椿
山
寺
の
大
徳
。
天
慶
四
年
死
し
て
蘇
生
。
寛
和
元
年
（
九
八
五
）
寂

し
て
い
る
こ
と
か
ら
（
法
華
験
記
巻
上
3
5
、
今
昔
物
語
集
巻

1
3
.
9
、

宇
治
拾
遺
物
語
134
、
元
亨
釈
書
、
本
朝
高
僧
伝
）
、
こ
れ
以
前
に
平
救

は
法
を
承
け
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

さ
ら
に
、
仁
和
寺
蔵
真
言
伝
法
灌
頂
師
資
相
承
血
脈
（
黒
塗
手
箱
甲

下
二
）
に
は
、
権
大
僧
都
元
果
の
弟
子
と
し
て
、
「
平
救
我
覚
寺
」
を
載

せ
る
が
、
こ
れ
は
「
北
院
御
室
御
記
」
に
よ
る
補
記
で
あ
る
旨
注
記
さ

れ
る
。
こ
れ
は
先
掲
『
仁
和
寺
諸
院
家
記
』
の
記
録
と
符
合
す
る
も
の

で
あ
り
、
『
御
記
』
『
先
徳
略
名
口
決
』
の
そ
れ
と
も
合
致
す
る
。

こ
の
平
救
に
つ
い
て
、
誰
の
弟
子
と
す
る
か
に
つ
い
て
疑
義
を
提
出

し
た
も
の
に
、
先
の
⑤
『
幸
心
紗
』
巻
第
四
の
記
事
が
あ
り
、
憲
深
の

口
決
に
よ
れ
ば
、
小
野
僧
正
（
仁
海
）
の
弟
子
と
い
う
。
但
し
親
快
は

血
脈
に
見
え
な
い
と
疑
問
視
し
て
い
る
。
さ
ら
に
後
日
判
明
し
た
こ
と

と
し
て
、
こ
の
⑤
の
金
胎
の
順
を
め
ぐ
っ
て
師
の
仁
海
と
平
救
と
が
食

い
違
う
見
解
を
示
し
た
記
事
に
つ
い
て
、
こ
れ
が
顕
基
中
納
言
入
道
に

灌
頂
を
授
け
る
際
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
醍
醐
「
三
宝
院
」
に
所
在
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の
日
記
に
よ
っ
て
追
記
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
平
救
の
法
脈
上
の
位
置
に
つ
い
て
は
、
吉
野
山
日
蔵

公
、
寛
忠
、
暦
満
、
惟
静
の
附
法
弟
子
と
す
る
伝
の
他
に
、
元
果
の
附

法
弟
子
と
す
る
伝
と
、
元
果
の
弟
子
小
野
僧
正
仁
海
の
弟
子
と
す
る
伝

が
あ
る
。

平
救
阿
闇
梨
の
弟
子
に
つ
い
て
は
、
⑧
・
⑨
に
西
宮
忠
昭
（
照
）
入

寺
が
あ
り
、
さ
ら
に
、
今
昔
物
語
集
巻
1
7
.
1
5
に、

⑩
今
昔
、
愛
宕
護
ノ
山
二

7
今
僧
住
ケ
リ
。
名
ヲ
バ
蔵
算
卜
云
フ
、
仁
和
寺
ノ
池

上
ノ
平
救
阿
闇
梨
卜
云
フ
人
ノ
弟
子
也
（
岩
波
大
系
三•
5
2
2
.
2
)

の
記
事
に
よ
り
、
蔵
算
な
る
愛
宕
護
山
の
僧
の
い
た
こ
と
も
知
ら
れ
る

（
他
に
『
博
燈
廣
録
』
沢
一
に
も
見
え
る
）
。

三
、
文
業

先
述
の
伝
記
に
称
え
る
と
お
り
、
彼
の
述
作
は
、
表
白
や
願
文
、
祭

文
な
ど
の
諷
誦
文
類
が
そ
の
主
要
な
部
分
を
占
め
る
。

今
日
、
そ
の
作
品
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
知
ら
れ
て
い
る
。

①
石
山
寺
蔵
表
白
集
（
深
密
蔵
111163)
院
政
時
代
写

②
金
沢
文
庫
蔵
二
十
二
巻
本
表
白
集

(
1
5
1
1
)
鎌
倉
時
代
後
期
写

③
仁
和
寺
蔵
諸
集
第
五
[
灌
頂
嘆
徳
井
返
答
／
教
誡
返
答
等
]
（
御
11

ー

173)
江
戸
時
代
中
期
写

①
・
②
に
つ
い
て
は
、
旧
稿
に
て
詳
し
く
取
り
上
げ
た
の
で
こ
こ
で

は
繰
り
返
さ
な
い
（
注
4
)

。
但
し
、
①
に
は
、
次
の
よ
う
な
奥
書
が
あ
り
、

彼
に
は
他
に
も
多
く
の
述
作
が
あ
っ
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
も
の
で
あ

り
、
注
意
さ
れ
る
。

（
奥
書
）
此
書
ハ
池
上
ノ
平
救
阿
閤
梨
ノ
御
所
作
也
荀
依
其
孫
綾
所
伝
也

極
秘
要
ノ
書
也
但
東
寺
ノ
辺
ノ
学
者
ー
ー
非
ハ
不
可
被
見
穴
賢
々
々
又
不
見
ノ

志
無
カ
ラ
ム
人
采
＇
可
許
者
也
努
力
々
々

③
は
、
江
戸
時
代
中
期
の
書
写
に
て
、
袋
綴
（
仮
綴
）
装
一
冊
の
本

で
、
「
仁
和
寺
／
真
乗
院
」
の
朱
印
一
顆
あ
り
、
都
合
二
十
三
篇
の
作

を
収
録
す
る
。
但
し
、
巻
頭
の
目
録
に
は
六
十
九
も
の
題
名
が
挙
が
っ

て
お
り
、
書
写
し
た
元
の
本
が
後
半
部
分
を
欠
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と

が
次
の
奥
書
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
る
。

（
奥
書
）
此
一
巻
従
半
奥
関
無
念
々
々
尋
余
本
可
書
加
之
也

権
僧
正
禅
證

こ
の
中
で
、
平
救
阿
闇
梨
の
作
と
伝
え
る
作
が
四
篇
拾
わ
れ
る
。

一
、
平
救
池
房
僧
正
博
法
灌
頂
嘆
徳
菜
二
年
十
月
五
日
丙
午
女
日
大
阿
闇
梨
先
々
御
室
勅
度

二
、
平
救
済
延
僧
都
傭
法
灌
頂
嘆
徳

三
、
平
救
入
道
中
納
言
[
(
右
愕
）
号
理
趣
房
寂
円
躙
基
中
納
言
芭
博
法
灌
頂
嘆
徳
大
阿
闇
梨
仁
満

四
、
律
師
尋
清
山
階
永
照
僧
都
灌
頂
嘆
徳
買
平
救
詞
云
々
大
阿
闇
梨
前
大
信
正
済
ー
萬
寿
元
ー
十
月

い
ず
れ
も
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
の
文
章
で
、
そ
れ
ぞ
れ
、
②
文
献
の
、

巻
五
6
、
同
1
1
、
同
3
1
、
巻
三
8
と
同
文
で
あ
る
。

右
の
他
、
作
法
・
次
第
類
と
し
て
、

④
高
山
寺
経
蔵
題
未
詳
一
帖

(IV182139)

（
奥
書
）
保
延
六
年
四
月
十
五
日
於
円
楽
寺
東
御
坊
書
之

「
平
救
次
第
云
々
」
（
別
筆
）
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⑤
石
山
寺
蔵
金
剛
童
子
成
就
次
第
一
帖
（
校
191131)

（
奥
書
）
此
次
第
平
救
閤
梨
之
次
第
也
云
々

「
以
大
定
房
御
本
書
之
／
一
交
了
珍
暁
之
」
（
朱
）

諸
尊
道
場
観
井
印
真
言
[
平
救
闇
梨
]
こ
m
（
深
S
o

⑥
石
山
寺
蔵

ー

1
)

（
表
紙
見
返
裏
）
諸
尊
道
場
観
井
印
真
言
[
平
救
闇
梨
]

（
奥
書
）
久
寿
二
年
四
月
廿
七
日
於
勧
修
寺
書
写
了

⑦
石
山
寺
蔵
金
剛
界
受
三
昧
耶
戒
行
儀
禅
門
一
帖
（
深
6
9ー

22)

（
奥
書
）
嘉
応
三
年
三
月
廿
八
日
以
禅
林
寺
之
経
蔵
之
内
平
救
閤
梨
之

持
本
交
合
了
惣
作
五
帖
本
了

の
よ
う
な
も
の
が
存
す
る
。

ま
た
、
そ
の
内
容
は
詳
ら
か
で
な
い
が
、
記
録
類
に
彼
の
著
述
の
名

と
思
わ
れ
る
も
の
が
拾
わ
れ
る
。

『
覚
禅
抄
』
（
大
正
蔵
図
像
四
）
巻
四
八
裏
書
に
「
平
救
博
」
、
「
平

救
道
場
観
」
な
ど
と
あ
り
（
他
に
も
「
平
救
阿
閤
梨
云
」
と
す
る
引
用

あ
り
）
、
恵
什
口
、
覚
印
記
『
勝
語
集
』
下
（
大
正
蔵
七
八
）
に
も
「
池

上
平
救
閤
梨
博
受
頼
尊
律
師
二
巻
本
日
記
」
と
あ
る
。
『
傭
受
集
』
（
大

正
蔵
七
八
）
巻
第
四
に
「
道
場
観
」
の
本
文
を
引
き
「
平
救
」
と
注
す

る
。
実
運
『
諸
尊
要
抄
』
（
大
正
蔵
七
八
）
巻
第
一
に
「
平
救
博
」
、
『
秘

蔵
金
賓
紗
』
（
大
正
蔵
七
八
）
に
「
平
救
抄
」
と
も
あ
る
。
こ
の
他
に

も
、
「
平
救
」
の
文
言
と
し
て
、
守
覚
法
親
王
『
秘
抄
』
巻
第
一
、
『
四

巻
抄
』
第
四
に
引
き
、
彼
の
説
の
伝
え
ら
れ
た
形
跡
を
窺
わ
し
め
る
。

四
、
教
学
・
法
会
儀
礼
に
お
け
る
活
動
等

次
に
彼
の
教
学
面
の
活
動
に
つ
い
て
見
て
み
る
。

伝
存
す
る
古
訓
点
資
料
に
は
、

①
西
大
寺
蔵
大
日
経
蓮
華
胎
蔵
悲
生
曼
荼
羅
広
大
成
就
儀
軌

（注
5
)

（
奥
書
）
長
保
四
年
九
月
六
日
読
了
小
僧
平
救
[
興
隆
御
／
房
御
博
]

／
万
寿
三
年
二
月
十
六
日
読
了
於
神
護
之
根
本
本
度
唐
本
／
長
元
五

年
六
月
二
日
於
本
寺
受
了
頼
尊
／
右
大
法
者
上
下
両
巻
是
池
上
故

平
救
閣
梨
之
被
博
本
也
、
被
閤
梨
再
受
之
由
、
被
記
之
、
績
即
被
授

律
師
、
律
師
亦
令
被
授
之
、
尤
可
貴
重
而
観
恵
為
其
門
弟
書
写
／
仁

平
四
年
三
月
廿
九
日
奉
受
了
弘
子
聖
誉

②
国
立
国
会
図
書
館
蔵
大
毘
慮
遮
那
経
巻
第
七
（
注
6
)

（
奥
書
）
「
始
治
安
二
年
四
月
四
日
同
十
二
日
博
讀
了
講
師
平
救
入

入
寺
之

寺
之
入
寺
聴
衆
八
人
傭
讀
所
宮
御
室

聴
衆
[
御
南
室
御
室
内
供
徳
大
寺
頼
命
入
寺
／
、
定
信
入

寺
行
円
々
々
信
善
ご
（
白
）
（
他
朱
筆
ノ
奥
書
ア
リ
、
略
ス
）

と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
仁
和
寺
に
お
い
て
、
大
日
経
及
び
そ
の
儀
軌
の

講
読
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

法
会
儀
礼
は
、
三
で
見
た
よ
う
に
、
今
日
残
さ
れ
て
い
る
彼
の
述
作

等
よ
り
平
救
阿
閤
梨
の
活
動
の
主
軸
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

旧
稿
と
一
部
重
な
る
が
、
三
の
①
以
下
の
作
及
び
記
録
類
よ
り
、
再 占

二
扉
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4
(
1
 0
1
 ＝-
)
3
.
2
1
 

9
(
1
0
三
六
）

度
年
譜
の
形
で
彼
の
活
動
を
整
理
し
て
示
す
と
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

寛
和
元
（
九
八
五
）

長
保

4
(
1
0
0
二）

9

．6

治
安

2
(
1
0
二
ニ
）

4

．4

治
安

3
(
1
0
二
三
）

3

．7

治
安

4
(
1
0
二
四
）

万
寿
元

(
1
0
二
四
）

万
寿

2
(
1
0
二
五
）

8

．4

長
元

3
(
1
0
三
0
)
8
.
2

10 

こ
れ
以
前
に
日
蔵
上
人
よ
り
叱
相
尼
を
授
け
ら
る
（
金

沢
文
庫
古
文
書
六
六

0
二
咤
板
尼
血
脈
）

大
日
経
蓮
華
胎
蔵
悲
生
曼
荼
羅
広
大
成
就
儀
軌
読
了
（
西

大
寺
蔵
本
奥
書
）

大
毘
慮
遮
那
経
巻
第
七
読
了
（
国
会
図
書
館
蔵
本
奥
書
）

大
御
室
性
信
灌
頂
の
誦
経
導
師
表
白
を
草
す
（
石

5
、

金
3
1
3
)

護
摩
・
乞
戒
・
誦
経
導
師
を
皆
勤
む
（
御
室
相
承
記
、

東
寺
王
代
記
、
仁
和
寺
御
伝
）

東
寺
灌
頂
乞
戒
導
師
表
白
を
草
す
（
石
3
)

宮
中
真
言
院
に
て
後
七
日
修
法
参
列
、
導
師
仁
海
（
覚

禅
抄

133)

題
胡
僧
都
（
覚
源
力
）
被
行
結
縁
灌
頂
乞
戒
の
文
を
草

す
（
石

10)

興
福
寺
永
昭
僧
都
伝
法
灌
頂
誦
経
導
師
表
白
、
こ
の
こ

ろ
草
す
か
（
石
1
3
、
金

3
1
8
、
仁
和
寺
諸
集
4
)

花
山
天
皇
皇
子
深
観
、
東
寺
に
て
伝
法
灌
頂
を
受
く
、

後
朝
参
人
々
の
一
、
定
額
僧
（
石
山
寺
文
書
）

池
上
我
覚
寺
に
て
前
大
弐
子
蔵
人
大
舎
人
癒
病
よ
り
助

（石

21)

け
ん
が
た
め
修
す
る
誦
経
導
師
の
文
を
草
す

東
寺
御
影
供
の
文
を
草
す
（
石

23)

こ
れ
以
降
入
道
中
納
言
（
源
顕
基
）
伝
法
濯
頂
嘆
徳
を

永
承

2
(
1
0
四
七
）

10

．5

長
暦

4
(
1
0
四
0
)
5
.
1
0

1
0
(
1
0
三
七
）

4

．17

長
久

4
(
1
0
四――-）

3

（金
5

1
刃
仁
和
寺
諸
集

3
、
幸
心
紗
4
)

無
量
寿
院
に
て
修
先
王
御
正
日
曼
荼
羅
供
の
折
の
文

を
草
す
（
仁
海
僧
正
俄
に
下
座
の
た
め
代
作
）
（
石

24)

済
延
僧
都
の
伝
法
灌
頂
嘆
徳
を
草
す
（
金

5
l
l
l
｀

仁

和
寺
諸
集

2
)

某
人
の
た
め
忌
日
供
養
両
界
曼
荼
羅
、
儲
君
の
た
め
寿

命
経
題
名
句
を
草
す
（
石
2

o) 

池
房
僧
正
（
長
信
、
道
長
息
男
）
の
伝
法
灌
頂
嘆
徳
を

草
す
（
金
5
1
6
、
仁
和
寺
諸
集
ー
、
血
脈
類
集
記
4
、

東
寺
長
者
補
任
、
仁
和
寺
諸
院
家
記
、
本
朝
高
僧
伝
）

道
長
室
倫
子
を
女
施
主
と
し
て
催
さ
れ
た
灌
頂
（
池
房

僧
正
か
）
の
乞
戒
導
師
表
白
を
草
す
（
金

2
1
1
2
)

な
お
、
右
の
他
、
高
山
寺
蔵
『
真
言
院
御
修
法
事
』

(W124ー

1
8
[
5
]）

の
内
題
に
、

0
真
言
院
後
七
日
御
修
法
之
間
花
蔵
院
僧
都
送
之
平
救
阿
闇
梨
許
送
消

息
返
事

と
あ
り
、
花
蔵
院
僧
都
は
済
延
、
治
安
四
年
の
修
法
に
関
係
す
る
か
否

か
は
判
ら
な
い
が
、
関
連
記
事
と
し
て
注
意
し
て
お
き
た
い
。

以
上
の
整
理
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
平
救
阿
閤
梨
は
仁
和
寺

及
び
東
寺
を
拠
点
と
し
て
、
数
多
く
の
法
会
儀
式
に
関
わ
り
、
諷
誦
文

類
の
作
成
の
任
に
当
た
り
活
躍
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

人
物
関
係
に
注
目
す
る
に
、
仁
和
寺
の
大
御
室
性
信
や
花
蔵
院
僧
都

済
延
、
ま
た
と
き
め
く
摂
関
家
ゆ
か
り
の
池
房
僧
正
長
信
や
道
長
室
倫

草
す
か
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子
、
ま
た
道
長
の
贔
贋
で
も
あ
っ
た
興
福
寺
永
昭
と
関
わ
り
な
が
ら
、

そ
の
文
オ
を
武
器
に
活
躍
し
た
も
の
と
思
量
さ
れ
る
。

彼
の
出
自
が
未
詳
な
が
ら
儒
者
に
ゆ
か
り
の
あ
る
可
能
性
が
高
い
こ

と
や
、
摂
関
家
へ
の
接
近
を
意
図
し
た
か
に
見
え
る
事
蹟
と
に
世
俗
的

要
素
（
注
7
)

を
指
摘
す
る
こ
と
は
強
ち
不
当
で
は
な
か
ろ
う
。

五
、
平
救
阿
閤
梨
作
諷
誦
文
類
伝
存
の
経
緯
を
め
ぐ
っ
て

(
1
)
＋
一
世
紀
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
の
生
態

抑
、
平
安
時
代
後
期
ま
で
に
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
で
書
か
れ
た
文
献

は
、
後
世
の
転
写
本
を
含
め
て
も
、
物
語
や
和
歌
な
ど
の
平
仮
名
文
や

訓
点
資
料
、
古
記
録
に
比
し
て
格
段
に
少
な
い
。

経
蔵
調
査
が
今
後
進
展
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
新
た
な
文
献
が
発
掘
さ

れ
る
こ
と
を
望
む
も
の
で
あ
る
が
、
石
山
寺
や
高
山
寺
な
ど
の
経
蔵
調

査
に
お
け
る
、
平
安
時
代
書
写
の
聖
教
全
体
の
中
の
漢
字
仮
名
交
じ
り

文
資
料
の
割
合
か
ら
推
し
て
さ
ほ
ど
期
待
は
で
き
ま
い
。

こ
の
こ
と
は
、
平
安
時
代
後
期
ま
で
の
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
の
生
態

が
多
く
「
口
誦
」
を
旨
と
し
た
文
章
に
あ
り
、
そ
れ
に
由
来
す
る
も
の

で
あ
っ
た
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
注
8
)

。
祝
詞
や

宣
命
、
和
讃
な
ど
の
口
誦
的
要
素
の
濃
厚
な
も
の
が
漢
文
の
み
で
綴
る

制
約
か
ら
解
放
さ
れ
る
必
要
性
が
切
実
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら

は
多
く
儀
式
・
儀
礼
の
場
に
お
け
る
当
座
の
一
回
的
、
臨
時
的
な
文
書

で
あ
り
、
後
世
記
録
さ
れ
残
さ
れ
る
こ
と
は
必
ず
し
も
多
く
な
か
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。

仏
教
儀
礼
に
朗
誦
さ
れ
る
諷
誦
文
類
も
、
そ
う
い
っ
た
類
の
文
章
の

一
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
。
平
安
時
代
初
期
の
東
大
寺
諷
誦
文
稿
な
ど
は

そ
れ
が
今
日
ま
で
伝
存
し
た
稀
有
の
事
例
と
認
め
ら
れ
る
。

平
救
阿
閤
梨
の
諷
誦
文
類
も
、
当
座
の
一
回
的
な
文
章
で
儀
礼
が
終

わ
る
と
破
棄
さ
れ
る
か
反
故
と
な
る
か
の
運
命
を
辿
る
も
の
で
あ
っ
た

ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
．
な
ぜ
彼
の
作
が
院
政
時
代
に
記
録
さ

れ
、
後
に
伝
わ
る
こ
と
と
な
っ
た
か
は
日
本
語
書
記
史
の
上
で
一
考
に

価
す
る
問
題
で
あ
ろ
う
。

(
2
)
院
政
・
鎌
倉
時
代
の
「
聖
教
化
」
の
中
で

釘
貫
亨
氏
は
、
「
日
本
語
表
記
の
成
立
過
程
と
「
文
書
主
義
」
」
（
『
古

代
日
本
語
の
形
態
変
化
』
平
成
8
、
和
泉
書
院
）
に
お
い
て
、
日
本
社

会
が
そ
の
秩
序
維
持
を
記
載
言
語
に
依
存
す
る
よ
う
に
な
っ
た
歴
史
に

注
目
し
、
日
本
語
史
の
概
念
と
し
て
「
文
書
主
義
」
を
考
え
る
こ
と
の

意
義
を
説
い
て
い
る
。

寺
院
僧
侶
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
仏
教
社
会
に
お
い
て
は
、
院
政
時

代
を
迎
え
て
こ
の
時
期
口
伝
か
ら
書
記
優
位
の
時
代
へ
と
転
換
し
、
ロ

伝
が
文
献
化
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
注
9
)
0

十
二
世
紀
以
降
、
聖
教
の
類
衆
・
整
理
・
書
写
活
動
が
拡
大
し
、
質

星
と
も
に
飛
躍
的
に
増
大
し
た
ら
し
い
こ
と
は
近
年
歴
史
学
者
の
注
目

す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
。
院
政
期
に
お
け
る
貴
族
社
会
仏
教
を
特

徴
づ
け
る
密
教
修
法
は
、
口
授
秘
伝
に
よ
っ
て
師
資
相
承
す
る
形
を
と
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っ
て
お
り
、
口
伝
重
視
で
あ
っ
た
。
か
か
る
行
法
が
複
雑
に
発
達
し
た

結
果
、
口
伝
や
口
誦
の
営
み
を
文
字
化
す
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
た
と
し
、

「
文
書
主
義
な
ら
ぬ
聖
教
主
義
と
で
も
い
う
傾
向
」

glo)
が
窺
わ
れ
る

と
い
う
。

仏
教
儀
礼
の
場
で
宣
読
さ
れ
る
表
白
や
祭
文
な
ど
の
諷
誦
文
類
も
こ

の
「
聖
教
化
」
の
流
れ
の
中
で
、
書
写
さ
れ
集
積
さ
れ
て
い
っ
た
で
あ

ろ
う
こ
と
は
、
次
第
や
表
白
な
ど
を
類
衆
し
た
編
纂
物
が
こ
の
時
期
に

急
増
す
る
事
実
か
ら
も
疑
い
を
容
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。

十
一
世
紀
に
活
躍
し
た
平
救
阿
闇
梨
の
文
章
は
、
そ
の
伝
記
の
認
め

る
と
こ
ろ
仏
教
儀
礼
に
お
け
る
諷
誦
の
名
手
と
称
え
ら
れ
、
そ
の
口
誦

の
産
物
は
儀
礼
を
掌
る
導
師
の
範
た
る
資
格
を
備
え
て
、
院
政
時
代
の

「
聖
教
化
」
の
風
潮
の
中
で
特
に
尊
重
さ
れ
文
字
化
さ
れ
た
結
果
、
後

世
残
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
三
に
示
し
た
彼
の
作
を
収
録
す

る
①
S
③
の
古
写
本
は
い
ず
れ
も
院
政
時
代
以
降
の
も
の
で
あ
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
そ
れ
も
①
石
山
寺
本
表
白
集
の
奥
書
に
記
す
よ
う
に
「
荀

依
其
孫
綾
所
伝
也
」
の
よ
う
で
あ
っ
て
、
当
座
で
用
い
ら
れ
て
そ
の
ま

ま
反
故
に
さ
れ
た
も
の
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

日
本
語
書
記
史
の
問
題
と
し
て
、
平
安
時
代
後
期
以
前
と
院
政
時
代

以
降
の
漠
字
仮
名
交
じ
り
文
の
伝
存
状
況
を
観
察
し
そ
の
生
態
を
理
解

す
る
た
め
に
、
こ
こ
に
述
べ
た
寺
院
社
会
に
お
け
る
「
聖
教
化
」
の
問

題
を
考
え
る
こ
と
は
意
義
深
い
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

も
と
よ
り
仏
教
社
会
に
お
い
て
も
、
口
頭
言
語
を
記
録
す
る
習
慣
自

体
は
院
政
時
代
よ
り
遡
っ
て
認
め
ら
れ
、
訓
点
資
料
に
お
い
て
、
講
師

の
訓
読
を
「
聴
講
」
し
た
も
の
が
多
い
こ
と
は
奥
書
の
例
に
よ
っ
て
明

ら
か
で
あ
る
。
但
し
、
そ
れ
は
主
と
し
て
経
典
解
釈
・
研
究
の
《
教
相
》

に
属
す
る
活
動
で
あ
っ
た

gll)。
こ
こ
で
は
片
仮
名
は
専
ら
経
典
の

漢
文
本
文
に
寄
生
す
る
形
で
棲
息
し
て
い
た
の
で
、
漢
字
仮
名
交
じ
り

文
は
多
く
の
場
合
、
注
記
や
奥
書
な
ど
に
備
忘
的
な
箇
所
に
出
現
す
る

に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

こ
れ
に
対
す
る
《
事
相
》
す
な
わ
ち
個
々
の
修
法
を
実
践
す
る
活
動

に
お
い
て
は
、
口
伝
・
ロ
誦
が
重
き
を
占
め
る
が
、
こ
れ
を
記
録
し
「
聖

教
化
」
す
る
こ
と
が
院
政
時
代
（
十
二
世
紀
）
以
降
活
発
に
な
っ
て
く

る
。
こ
の
動
き
の
中
で
、
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
が
積
極
的
に
記
録
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
院
政
時
代
以
降
多
く
の
纏
ま
っ
た
文
献
が
今
日
伝
存

す
る
に
至
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

従
来
、
院
政
時
代
に
お
け
る
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
の
隆
盛
を
め
ぐ

っ
て
、
こ
の
頃
に
な
る
と
僧
侶
の
間
で
片
仮
名
が
「
文
章
表
記
の
文
字

と
し
て
確
立
す
る
」
と
か
、
僧
侶
の
「
片
仮
名
好
み
の
風
潮
」
の
反
映

と
い
っ
た
類
の
解
説
を
施
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
（
注
1
2
)
0

こ
の
よ
う
な
解
説
の
歴
史
的
背
景
に
は
‘
―
つ
に
、
院
政
時
代
に
な

り
、
貴
族
社
会
に
お
け
る
密
教
修
法
の
需
要
が
高
ま
り
、
修
法
が
急
増

化
・
多
様
化
・
豪
奢
化
し
た
の
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
必
ず
し
も
書
き
留

め
て
後
に
残
す
こ
と
を
積
極
的
に
は
行
わ
な
か
っ
た
、
口
伝
・
諷
誦
を

主
軸
と
す
る
《
事
相
》
活
動
の
文
字
化
・
記
録
化
が
必
要
に
迫
ら
れ
て

盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
存
す
る
の
で
は
な
い
か
と
推

測
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
を
記
す
こ
と
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が
い
わ
ば
「
公
然
」
と
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
起
因
し
て
、

や
が
て
密
教
に
限
ら
ず
広
く
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
が
公
に
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
記
録
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
事
情
が
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
今
後
さ
ら
に
多
く
の
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
の

生
態
を
観
察
し
、
そ
の
編
纂
・
書
写
事
情
を
個
別
に
検
討
す
る
こ
と
に

よ
り
、
具
体
的
に
論
証
し
て
ゆ
き
た
い
と
思
う
。

た
と
え
ば
、
高
山
寺
所
蔵
の
院
政
時
代
に
書
写
さ
れ
た
漢
字
片
仮
名

交
じ
り
文
に
は
、
寛
信
の
著
述
が
か
な
り
の
数
を
占
め
る
が
（
注
1
3
)

、

こ
れ
に
つ
い
て
も
、
寛
信
の
出
自
母
体
が
、
幅
広
い
記
録
活
動
を
推
進

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
頭
角
を
現
し
た
「
日
記
の
家
」

11
勧
修
寺
流
藤
原

氏
（
為
房
流
）
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
と
絡
め
て
検
討
す
る
こ
と
も
意
義

が
深
か
ろ
う
と
思
う
（
注
1
4
)
0

注(1
)
山
本
真
吾
「
平
救
阿
闇
梨
作
の
諷
誦
文
類
に
つ
い
て
ー
十
一
世
紀

前
半
期
の
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
資
料
と
し
て
ー
」
（
『
訓
点
語
と
訓

点
資
料
』

98
、
平
成
8
.
9
)

(
2
)
築
島
裕
『
平
安
時
代
訓
点
本
論
考
研
究
篇
』
第
二
部
第
二
章
（
平

成
8
、
汲
古
書
院
）

(
3
)
山
岸
徳
平
「
澄
憲
と
そ
の
作
品
ー
作
文
集
を
中
心
と
し
て

1
」
(
『
日

本
諸
学
研
究
報
告
』
特
輯
第
六
篇
•
国
語
国
文
学
、
昭
和1
7
.
1
1
)

(
4
)
山
本
真
吾
「
金
沢
文
庫
蔵
二
十
二
巻
本
『
表
白
集
』
所
収
表
白
文

の
文
体
に
つ
い
て
」
（
『
鎌
倉
時
代
語
研
究
』
1
8
、
平
成
7
.
8
)

山
本
真
吾
「
十
一
世
紀
に
お
け
る
僧
侶
に
よ
る
表
白
文
の
作
成
ー

大
御
室
性
信
時
代
の
平
救
阿
闇
梨
と
済
延
僧
都
ー
」
（
築
島
裕
博

[
や
ま
も
と

し
ん
ご

士
古
稀
記
念
『
国
語
学
論
集
』
平
成
7
.
1
0
、
汲
古
書
院
）

(
5
)
中
田
祝
夫
『
改
訂
版
古
点
本
の
国
語
学
的
研
究
総
論
篇
』
第
三

章
（
昭
和
54
、
勉
誠
社
）

(
6
)
注

(
2
)
文
献
。
筆
者
、
平
成
八
年
七
月
二
十
五
日
原
本
調
査
。

(
7
)
永
村
慎
「
表
白
・
自
謙
句
・
番
句
」
（
北
畠
典
生
博
士
古
稀
記
念

論
文
集
『
日
本
仏
教
文
化
論
叢
』
下
、
平
成
1
0
.
6
)

(
8
)
築
島
裕
「
漢
字
と
仮
名
の
融
合
」
（
日
本
語
の
世
界
5
『
仮
名
』
、

昭
和
56
、
中
央
公
論
社
）

(
9
)
小
峯
和
明
「
院
政
期
文
学
史
の
構
想
」
（
『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』

5
3
1
3
、
昭
和
6
3
.
3
)

(10)
上
川
通
夫
「
中
世
聖
教
史
料
論
の
試
み
」
（
『
史
林
』

7
9
1
3
、
平

成
8
.
5
)

(11)
注

(
8
)
文
献
。
但
し
、
た
と
え
ば
石
山
寺
蔵
「
題
未
詳
（
大
原

僧
都
長
宴
口
伝
）
」
は
、
長
承
二
（
―
-
三
三
）
年
の
書
写
な
が

ら
、
そ
の
本
奥
書
を
信
ず
れ
ば
寛
徳
二

(
1
0
四
五
）
年
ま
で
遡

る
も
の
で
（
寛
徳
二
年
六
月
九
日
親
聞
師
説
決
受
了
長
宴
）
、
十

一
世
紀
に
あ
っ
て
も
師
説
を
聞
い
て
そ
の
口
伝
を
記
録
す
る
こ
と

は
皆
無
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
窺
う
事
例
の
―
つ
で
あ
る
。

(12)
注

(
8
)
文
献
。

小
林
芳
規
「
中
世
片
仮
名
文
の
国
語
史
的
研
究
」
（
『
広
島
大
学
文

学
部
紀
要
』
特
輯
号
3
、
昭
和
4
6
.
3
)

(13)
小
林
芳
規
「
高
山
寺
蔵
片
仮
名
交
り
文
書
目
稿
第
一
篇
平
安
時
代

篇
（
有
年
紀
本
）
」
（
昭
和
六
十
三
年
度
高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調

44
、

査
団
『
研
究
報
告
論
集
』
、
平
成
元
・

3
)

(14)
上
川
通
夫
「
中
世
寺
院
の
構
造
と
国
家
」
（
『
日
本
史
研
究
』

3

平
成
3
)

松
薗
斉
「
日
記
の
家
ー
摂
関
家
を
中
心
に
ー
」
（
『
岩
波
講
座
日
本

通
史
』

7
、
平
成
5
)

本
学
教
員
]
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